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《2015年度第２回例会（総 64回）：2015年 12月 12日(土) 於：成城大学》
（Ⅰ）出土資料に見える刑徳七舎とその理論の相異について

小倉 聖（早稲田大学文学研究科博士後期課程）
先秦時代から漢代にかけて陰陽学説を取り入れ、陰陽・数術の概念になった刑徳には大

きく分けて三種類あり、それは日・月・年毎の運行である。

本発表では、ひと月毎の刑徳運行である「刑徳七舍」を『淮南子』天文訓（以下、天文

訓と略す）と隨州孔家坡漢墓簡牘「刑徳」篇、日照海曲簡『漢武帝後元二年視日』、居延

新簡といった出土資料を用いて検討した。天文訓に見える「刑徳七舎」とは、北斗七星の

雌・雄神のひと月毎の移動から想定される刑・徳が七舎上を移動するものである。そして

刑・徳のひと月毎の移動によって生じる陰陽の消長を知ることによって、万物の活動の盛

衰を測る。

先に挙げた出土資料を比較・検討してみたところ、日照海曲簡の刑徳運行では過渡日の

設定、居延新簡では舎の名称の相違といった差異はみられるものの、基本的には天文訓の

刑徳七舎の運行と大きく異なるところはなかった。しかし、孔家坡漢簡「刑徳」篇の刑徳

の運行法はそれらと大きく異なり、刑は五舎、徳は六舎の間を運行し、刑は三ヶ月間術に、

徳は術と野の間を往復する特異な運行を示している。

また天文訓には北斗七星との関係を明確に示した記述があるのに対して、三つの出土資

料にはいずれも北斗七星との関連を思わせる記述が見えない。天文訓が十一月を運行の起

点にしているのは、十一月に斗柄が子を指すことによると思われるが、孔家坡漢簡・日照

海曲簡の刑徳運行では正月が起点となっている。日照海曲簡・居延新簡では北斗七星との

連動を自明のものとしていた可能性はあるが、孔家坡漢簡の刑徳運行は北斗七星との連動

が全く想定出来ない運行をしている。

以上より、天文訓成立以前成書の孔家坡漢簡の運行は運行法も含めて他のものと大きな

差異があると分かった。そして刑徳七舍の運行はもう一つの天文訓の刑徳運行である二十

歳刑徳と同じように、天文訓により理論の統一がなされ、以降では天文訓のものが残った

可能性を指摘した。

（Ⅱ）馬王堆帛書〈刑德〉、〈陰陽五行〉諸篇曆法研究
―以〈陰陽五行〉乙篇爲中心》

程 少軒（復旦大學出土文獻與古文字研究中心
・出土文獻與中國古代文明研究協同創新中心助理研究員）
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數術文獻中的曆法應包含三個層次，即“編纂使用曆法”、“貞卜適用曆法”及“實際所用

曆法”。通過對馬王堆帛書《陰陽五行》乙篇《太陰刑德大游圖》東北角文字的復原，可知

該篇“編纂使用曆法”是一種歲實取三百六十六日的曆法。而該篇“實際所用曆法”則是取

歲實爲三百六十五又四分之一日的顓頊曆，與“編纂使用曆法”每年有四分之三日的誤差。

由於誤差每八年積累爲六日，帛書《刑德占》章中神煞“德”的遷徙日期每隔八年會滯後六

日，占書編纂者必須對“德”的推算方式作出調整，所以將刑德大游運行由“日至後之子午

卯酉”改爲“日至後七日之子午卯酉”。利用此曆法誤差，可以算出《陰陽五行》乙篇抄寫

所據底本的實際使用時間爲漢高祖十一年前後。同時還可推測，“刑德大游遷徙日期”的創

立時間約在秦二世元年（BC209）至漢高祖六年（BC201），甚至有可能以秦二世元年冬至日
壬子這一特定時間節點編製。《陰陽五行》乙篇的許多神煞依據“編纂使用曆法”編排。“刑

德大游”、“刑德小游”、“年上朔”、“氣上朔”、“兇”、“刑日”等神煞的運行週期，或是三百

六十六日的約數六日、六十一日，或是六日、六十一日、六十日（一甲子）的最小公倍數三

千六百六十日（十年）。這些神煞在此曆法支配下，形成了嚴密的數術系統。

（Ⅲ）再談《太一将行図》中央主神的復原問題
廣瀬 薫雄（復旦大学出土文献与古文字研究中心

・出土文献与中国古代文明研究協同創新副研究員）
本報告では、『太一将行図』の研究を通して、報告者が『長沙馬王堆漢墓簡帛集成』の編纂

作業の中で学んだ帛書の整理方法を紹介した。

最初に、この帛書の折り畳み方を復原した。帛書に残されている各種印文を手がかりとし

て、この帛書は左右二つ折りを二回繰り返したのち、上下二つ折りを二回繰り返して畳まれ

ていたことを明らかにし、帛が折り畳まれているときの各部分の上下関係を確認した。

ついで、中央主神の復原を行った。ここでは二つの帛片の綴合を行った。第一は当初雷公

の頭部とされた画像が描かれている帛片で、この画像が実は太一頭部の反印文であることが

李凇氏によって指摘され、それによって太一頭部は中央主神の頭部ではないのではないかと

いう議論が出てきたが、報告者は太一頭部を中央主神の頭部としながら反印関係を合理的に

説明することのできる帛片の位置を見つけ出し、太一頭部が確かに中央主神の頭部であるこ

とを証明した。第二はこれまで雨師の題記とされてきた文字が書かれている帛片で、この帛

片が中央主神（すなわち太一）の題記であることを明らかにした。

最後に、題記の解釈を行った。例えば太一題記については、今回の帛片の綴合により、太

一が出行する際には日を背に負って光を放ち、風伯・雨師・雷公の三柱の神がその後ろに従

うと述べていることが明らかになった。総題記については、『集成』の新たな綴合により、「大

一祝曰某今日且」が総題記の冒頭に位置する言葉であることが明らかにされたが、報告者は

もとは「大一祝曰」の前にも文字があった可能性を指摘し、この句は「（この図の使用者が）

太一に向かって呪文を唱えて言うことには」の意味であろうと考えた。

以上の帛書の復原、題記の解釈の結果、この帛書は李零氏の指摘するとおり避兵のために

用いられたと考えるのが妥当ではないかという報告者の立場を議論の際に述べた。

《新刊紹介》

（Ｉ）清華大學出土文獻研究與保護中心編 李學勤主編『清華大學藏戰國竹簡（伍）』

（全２册、中西書局、2015年 4月、1200元）
本書は清華大学が保管する竹簡に関する報告書の第５巻である。本巻には『厚父』『封

許之命』『命訓』『湯處於湯丘』『湯在啻門』『殷高宗問於三壽』の６篇が收載されており、

原寸大および拡大図版、釈文、字形表などからなっている。本書の刊行を喜ぶとともに、
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続刊を期待したい。

（Ⅱ）北京大學出土文獻研究所編『北京大學藏西漢竹書』（壹）

（上海古籍出版社、上海〈以下同〉、2015年 9月、880元）
同『北京大學藏西漢竹書』（參） （全２册、2015 年 9 月、1,280 元）
同『北京大學藏西漢竹書』（伍） （2014年 12月、1,000元）

これらは北京大学に寄贈された前漢簡牘の報告書である。『老子』を収めた第２巻は既

に出版されている。第１巻は『蒼頡篇』、第３巻は２冊からなり、『周馴』『趙正書』『儒家

説叢』『陰陽家言』、第５巻は『節』『雨書』『揕輿』『荊決』『六博』の数術関係書が収録さ

れ、原寸大・拡大カラー図版や赤外線写真が添えられている。伝世文献との関連が議論さ

れる篇や、完全な新発見の書籍が含まれており、いずれも中国古代を研究する上での重要

な新資料である。北大漢簡の報告書は全７巻となる予定とのことだから、あと３巻分（第

４巻は文学作品、第６巻は日書類の数術書、第７巻は医書）がこれから出版されるのを待

ちたい。

（執筆：小寺 敦）

（Ⅲ）藤田勝久『史記秦漢史の研究』

（汲古書院、2015年 2月、632頁、14000円）
本書は、著者が長きにわたり推し進める、『史記』とその時代に対する研究を纏めた成

果の一つである。その方向性は、『史記戦国史料の研究』（東京大学出版会、1997 年）およ
び『史記戦国列伝の研究』（汲古書院、2011 年）を中心とする筆者の既刊書に連なるもの
であり、『史記』や同時代の文献史料および新出土史料などから、『史記』そのものの解析

を通じて中国古代の国家と社会の構造を解き明かそうとするものである。筆者の主たる研

究対象は、上記既刊書における戦国時代から秦漢期へとシフトしてきたようであるが、そ

こには近年になって秦～前漢前期の新出土史料が質量ともに充実してきたことが大きく関

係しているであろう。本書が提示した知見は多岐にわたり、今後の秦漢史研究において大

いに活用されることが期待される。

（Ⅳ）朱岐祥『釈古疑今―甲骨文・金文・陶文・簡文存疑論叢』

（里仁書局、2015年 5月、411頁、新台幣 600元）
本書は、既出の古文字史料のうち、筆者がその真偽性について問題点を指摘した数々の

論考を纏めた、所謂「辨偽」に関する論著である。その内容は、甲骨文における偽刻の特

徴の指摘、金文の真偽判断基準についての提言、また近年陸続と発表されている所謂「骨

董簡」に対する疑問点の指摘など多岐に及ぶ。特に「骨董簡」については、北大簡「老子」、

清華簡の諸書、そして浙大簡「左伝」などを対象としている。もとより、それらの全てを

偽物であると断じているわけではないが、本書のように史料上の問題点を提示する動きが

出ていることで、研究者があらゆる史料を安易に利用することを牽制する効果を生むこと

が期待される。

（執筆：高津純也）

《学会彙報》
○例会委員会より

・2015年度第 2回例会（総 63回）が、2015年 12月 12日（土）、成城大学を会場に開催
された。
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○会報委員会より

・2012 年 7 月 21 日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」が
承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）から同
規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規定の定める

ところにより処理されることになりますので、希望される方は、ＨＰ掲載の利用申請書

をダウンロードして事務局まで申請してください。

・年３回、例会・大会開催時に合わせて発行される本『中國出土資料學會會報』は、新

しい学術情報をできるだけ早く提供することを目的として編集されています。

会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報委員会に原稿の

提供をお願い致します。中国における最新の学界動向、遺跡発掘の模様、学会参加記、

新刊紹介など、広く提供するに足ると感じられた情報であれば何でも結構です。

原稿は随時受け付けておりますので、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお送

りください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿をお

待ちしております。

○機関誌委員会より

（１）『中國出土資料研究』第 20号の締切について
機関誌では、その奥付記載発行日と実際の出版日との間のずれが大きいことに由来す

る問題が生じておりました。そこで、第 20 号からはその日付を一致させることになり
ました。現在編集作業中の第 20号の奥付発行月は今年 7月となる予定です。

2010年度大会（2011年 7月 16日開催）および 2011年度大会（2012年 3月 10日開催）
にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 21 号の投稿締切
日は、2016年 12月末日です。
ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。

（２）『中國出土資料研究』原稿送付先について

原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。その際、メール

アドレスもお知らせ下さい。

○事務局より

・払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご入金下さい。

口座番号：00180-5-13124
受取人：中国出土資料学会

なお会費は、

通常会員・準会員 年額４０００円

学生会員・海外会員 年額２０００円

です。

・住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１

東京大学文学部 大西研究室

中国出土資料学会（事務局）


